
レジ袋有料化の実施状況（令和３年３月） 

１ レジ袋有料化辞退率の推移 

２ 業種別状況（令和3年3月）    ３ 区別状況（令和3年3月） 

業  種 辞退率 区 辞退率 区 辞退率 

百貨店 94％ 千種 88％ 熱田 90％

スーパーマーケット 89％ 東 89％ 中川 87％

ドラッグストア 90％ 北 89％ 港 88％

薬店・薬局(組合) 97％ 西 90％ 南 89％

クリーニング店 100％ 中村 86％ 守山 91％

クリーニング店(組合) 97％ 中 92％ 緑 91％

大学内生協等 99％ 昭和 90％ 名東 90％

酒店 95％ 瑞穂 90％ 天白 88％

酒店(組合) 100％

その他 97％

４ レジ袋削減効果（推計） 

19年10月～

21年3月分

（全市

有料化前）

21年4月 

～ 

22年3月分

(全市分) 

22年4月 

～ 

23年3月分

(全市分) 

23年4月 

～ 

24年3月分

(全市分)

24年4月 

～ 

25年3月分

(全市分)

25年4月 

～ 

26年3月分

(全市分)

26年4月 

～ 

27年3月分

(全市分)

27年4月 

～ 

28年3月分

（全市分）

28年4月 

～ 

29年3月分

（全市分）

29年4月 

～ 

30年3月分

（全市分)

30年4月 

～ 

31年3月分

（全市分)

31年4月 

～ 

2年3月分

（全市分）

2年4月 

～ 

3年3月分

（全市分）

レジ袋

削減量

1億1,292

万枚

3億4,758

万枚

3億6,008

万枚

3億5,428

万枚

3億582

万枚

2億7,773

万枚

2億7,347

万枚

2億5,868

万枚

2億2,684

万枚

2億2,544

万枚

2億1,586

万枚

2億1,726

万枚

2億1,903

万枚

790

トン

2,433

トン

2,521

トン

2,480

トン

2,141

トン

1,944

トン

1,914

トン

1,811

トン

1,588

トン

1,578

トン

1,511

トン

1,521

トン

1,533

トン

ＣＯ２ 

削減量

4,516

トン

13,903

トン

14,403

トン

14,171

トン

12,233

トン

11,109

トン

10,939

トン

10,347

トン

9,073

トン

9,018

トン

8,634

トン

8,691

トン

8,761

トン

※ 薬店・薬局、酒店の組合の分は除いて推計した。 

○ 緑区で有料化を開始してからのレジ袋削減枚数は、33億9千万枚。 

○ 削減効果を石油で換算すると、200リットルのドラム缶約21万9千本分、 

走行距離に換算すると、燃費13km/ の車で地球を約14,400周分に相当。 

地  域 H19.10 H20.10 H21.4 H22.4 H23.4 H24.4 H25.4 H26.3 H27.3 H28.3 H29.3 H30.3 H31.3 R2.3 R3.3 

緑  区 87% 92% 92% 92% 91% 90% 89% 88% 88% 89% 88% 88% 88% 89% 91% 

東部７区 － 87% 90% 90% 90% 88% 89% 88% 88% 88% 88% 88% 87% 88% 89% 

西部８区 － － 88% 88% 89% 88% 89% 87% 87% 87% 87% 87% 87% 87% 90% 

平  均 － 88% 89% 90% 90% 89% 88% 88% 88% 88% 87% 87% 87% 88% 90% 

社／組合 15 / 0 61 / 3 92 / 4 97 / 4 92 / 4 85 / 4 72 / 4 67 / 4 64 / 4 59 / 4 57 / 3 56 / 3 55 / 3 50/ 3 49/3 

店舗数 26 632 1,335 1,350 1,352 1,322 1,255 1,221 1,164 1,089 891 824 780 759 732 



（１）業種別・区別実施状況

小計 千種 昭和 瑞穂 南 守山 名東 天白 小計 東 北 西 中村 中 熱田 中川 港

店舗数 1 － － － － － － － － － 1 － － － － 1 － － －

辞退率 94% － － － － － － － － － 94% － － － － 94% － － －

店舗数 175 20 79 19 7 6 14 14 11 8 76 9 14 9 10 8 7 10 9

辞退率 89% 91% 89% 87% 90% 89% 89% 91% 90% 88% 88% 89% 89% 89% 86% 85% 90% 86% 88%

店舗数 6 1 4 1 － － － 1 2 － 1 － － 1 － － － － －

辞退率 90% 92% 89% 87% － － － 90% 90% － 94% － － 94% － － － － －

店舗数 34 11 11 6 － 1 － － － 4 12 － 3 － － － 4 4 1

辞退率 97% 97% 97% 97% － 97% － － － 97% 97% － 97% － － － 97% 97% 97%

店舗数 56 3 13 3 － 1 3 3 － 3 40 2 7 6 2 6 5 8 4

辞退率 100% 100% 100% 100% － 100% 100% 100% － 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

店舗数 393 14 185 28 25 33 23 23 26 27 194 20 35 33 26 33 11 26 10

辞退率 97% 97% 97% 97% 98% 98% 97% 98% 96% 97% 97% 97% 97% 97% 96% 97% 98% 97% 98%

店舗数 10 － 9 5 1 3 － － － 0 1 1 － － － － － － －

辞退率 99% － 99% 99% 99% 99% － － － 100% 100% 100% － － － － － － －

店舗数 18 1 8 2 1 － － 1 2 2 9 1 － 1 1 4 1 1 －

辞退率 95% 97% 96% 95% 96% － － 97% 96% 95% 95% 94% － 94% 94% 96% 96% 94% －

店舗数 21 － 20 － 15 － － － － 5 1 － － － － － 1 － －

辞退率 100% － 100% － 100% － － － － 100% 100% － － － － － 100% － －

店舗数 18 1 7 2 　－ 1 2 1 － 1 10 1 － － － 6 1 1 1

辞退率 97% 99% 97% 100% － － 100% 92% － 97% 96% 100% － － － 99% 100% － 93%

店舗数 732 51 336 66 49 45 42 43 41 50 344 34 59 50 39 57 30 50 25

辞退率 90% 91% 89% 88% 90% 90% 89% 91% 90% 88% 90% 89% 89% 90% 86% 92% 90% 87% 88%

※１ 薬店・薬局、クリーニング店、酒店の組合は、抽出調査による推計である。
※２ 薬店・薬局、酒店の組合は、抽出数が少ないため、合計の値を各区の値とした。
※３ 合計の辞退率は、薬店・薬局、酒店の組合を除いて集計した。
※４ 閉店した店舗、当月営業を行わなかった店舗がある。

百貨店

その他

合　計

スーパー
マーケット

ドラッグ
ストア

薬店・薬局
（組合）

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ店

レジ袋有料化実施状況の詳細（令和３年３月）　

業　　種 合計 緑
東部７区 西部８区

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ店
（組合）

大学内
生協等

酒店

酒店
（組合）



業　種 事業者名 店舗数 辞退率 目　標

百貨店 (株)大丸松坂屋百貨店 1 94% 60%

イオンリテール(株) 13 91% 80%

(株)ウシヒロ 1 91% 80%

(株)オークワ 5 89% 80%

(株)大光(アミカ) 8 91% 80%

(株)菊井ストア 1 94% 70%

生活協同組合コープあいち 7 94% 90%

(株)コスギ(サンエース) 6 91% 80%

サンパティークヒビノ 1 92% 80%

(株)スーパーダイキン 1 94% 80%

(株)スーパーヤマダイ 7 90% 90%

(株)成城石井 1 68% 90%

(株)トップワン 4 88% 80%

(株)トミダ(ナフコ) 5 88% 60%

名古屋市徳川公設市場協同組合 1 93% 70%

名古屋市元古井公設市場協同組合(タッチもとこい) 1 94% 90%

(株)浜乙女ストアー事業部(丸一ストアー) 1 87% 70%

(株)バロー 19 89% 80%

(株)ヒバリヤ(フードフロント) 1 90% 80%

協同組合フレッシュプラザナルハマ 1 80% 70%

(株)ベイシア 1 80% 80%

(株)平和堂 5 88% 80%

マックスバリュ東海(株) 31 85% 80%

名鉄協商(株)(藤が丘ｅｆｆｅ) 1 91% 80%

(株)ヤオキスーパー 1 85% 60%

(株)ヤマト 1 89% 80%

(株)ヤマナカ(ヤマナカ、フランテ、フランテ館、アルテ) 25 87% 80%

(株)山彦 2 93% 80%

ユニー(株)(アピタ、ピアゴ) 21 90% 80%

ヨシヅヤグループ 2 90% 80%

（２）事業者別実施状況

スーパー
マーケット



業　種 事業者名 店舗数 辞退率 目　標

(株)クリエイトエス・ディー 6 90% 70%

薬店・薬局 愛知県薬業協同組合 34 97% 80%

愛知県クリーニング生活衛生同業組合 393 97% 90%

穂高(株)(ポニークリーニング) 19 100% 95%

(株)ヤングドライ 37 100% 90%

愛知大学生活協同組合 1 100% 90%

名古屋市立大学生活協同組合 4 99% 80%

名古屋大学消費生活協同組合 5 99% 70%

名古屋小売酒販組合 21 100% 80%

(株)山林 1 100% 80%

(株)リカーマウンテン 17 95% 80%

(株)豊明堂[文房具] 2 100% 90%

(資)みのり屋[衣料品] 1 99% 60%

(有)サイトカメラ商会(市役所内売店) 1 100% 90%

(公財)名古屋市みどりの協会 3 94% 80%

(株)ばんだい(日本ガイシスポーツプラザ内売店) 1 100% 80%

(公財)東山公園協会(東山動植物園売店) 2 100% 80%

ＮＴＴ三の丸売店 1 99% 60%

(特非)中部リサイクル運動市民の会 3 100% 60%

(株)中日新聞社 1 100% 60%

※１　トップワンは、食品部門に加え、雑貨部門も有料化を実施している。

※２　薬店・薬局、クリーニング店、酒店の組合は、抽出調査による推計である。

※３　機材の都合等、実績が把握できなかった事業者については記載していない。

その他

ドラッグストア

クリーニング店

大学内生協等

酒店



レジ袋有料化の実施状況（令和２年３月） 

１ レジ袋有料化辞退率の推移 

２ 業種別状況（令和2年3月）    ３ 区別状況（令和2年3月） 

業  種 辞退率 区 辞退率 区 辞退率 

スーパーマーケット 87％ 千種 87％ 熱田 89％

ドラッグストア 89％ 東 88％ 中川 87％

薬店・薬局(組合) 97％ 北 88％ 港 86％

クリーニング店 100％ 西 88％ 南 88％

クリーニング店(組合) 97％ 中村 85％ 守山 89％

大学内生協等 99％ 中 85％ 緑 89％

酒店 94％ 昭和 89％ 名東 89％

酒店(組合) 100％ 瑞穂 90％ 天白 87％

その他 96％

４ レジ袋削減効果（推計） 

19年10月～

21年3月分

（全市

有料化前）

21年4月 

～ 

22年3月分

(全市分) 

22年4月 

～ 

23年3月分

(全市分) 

23年4月 

～ 

24年3月分

(全市分)

24年4月 

～ 

25年3月分

(全市分)

25年4月 

～ 

26年3月分

(全市分)

26年4月 

～ 

27年3月分

(全市分)

27年4月 

～ 

28年3月分

（全市分）

28年4月 

～ 

29年3月分

（全市分）

29年4月 

～ 

30年3月分

（全市分)

30年4月 

～ 

31年3月分

（全市分)

31年4月 

～ 

2年3月分 

（全市分）

レジ袋

削減量

1億1,292

万枚

3億4,758

万枚

3億6,008

万枚

3億5,428

万枚

3億582

万枚

2億7,773

万枚

2億7,347

万枚

2億5,868

万枚

2億2,684

万枚

2億2,544

万枚

2億1,586

万枚

2億1,726

万枚

790

トン

2,433

トン

2,521

トン

2,480

トン

2,141

トン

1,944

トン

1,914

トン

1,811

トン

1,588

トン

1,578

トン

1,511

トン

1,521

トン

ＣＯ２ 

削減量

4,516

トン

13,903

トン

14,403

トン

14,171

トン

12,233

トン

11,109

トン

10,939

トン

10,347

トン

9,073

トン

9,018

トン

8,634

トン

8,691

トン

※ 薬店・薬局、酒店の組合の分は除いて推計した。 

○ 緑区で有料化を開始してからのレジ袋削減枚数は、31億7千万枚。 

○ 削減効果を石油で換算すると、200リットルのドラム缶約20万5千本分、 

走行距離に換算すると、燃費13km/ の車で地球を約13,500周分に相当。 

地  域 H19.10 H20.10 H21.4 H22.4 H23.4 H24.4 H25.4 H26.3 H27.3 H28.3 H29.3 H30.3 H31.3 R2.3 

緑  区 87% 92% 92% 92% 91% 90% 89% 88% 88% 89% 88% 88% 88% 89% 

東部７区 － 87% 90% 90% 90% 88% 89% 88% 88% 88% 88% 88% 87% 88% 

西部８区 － － 88% 88% 89% 88% 89% 87% 87% 87% 87% 87% 87% 87% 

平  均 － 88% 89% 90% 90% 89% 88% 88% 88% 88% 87% 87% 87% 88% 

社／組合 15 / 0 61 / 3 92 / 4 97 / 4 92 / 4 85 / 4 72 / 4 67 / 4 64 / 4 59 / 4 57 / 3 56 / 3 55 / 3 50/ 3 

店舗数 26 632 1,335 1,350 1,352 1,322 1,255 1,221 1,164 1,089 891 824 780 759 



（１）業種別・区別実施状況

小計 千種 昭和 瑞穂 南 守山 名東 天白 小計 東 北 西 中村 中 熱田 中川 港

店舗数 186 20 82 19 7 6 15 15 11 9 84 9 16 9 10 9 7 12 12

辞退率 87% 89% 88% 86% 89% 89% 88% 88% 88% 86% 87% 88% 88% 88% 85% 84% 89% 86% 86%

店舗数 1 － 1 － － － － － 1 － － － － － － － － － －

辞退率 89% － 89% － － － － － 89% － － － － － － － － － －

店舗数 40 13 14 6 － 1 3 － － 4 13 － 3 － － － 4 5 1

辞退率 97% 97% 97% 97% － 97% 97% － － 97% 97% － 97% － － － 97% 97% 97%

店舗数 51 2 11 3 － 1 3 2 － 2 38 1 6 5 3 7 5 8 3

辞退率 100% 100% 100% 100% － 100% 100% 99% － 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

店舗数 404 15 193 30 26 36 22 22 31 26 196 21 36 37 25 32 11 25 9

辞退率 97% 97% 97% 97% 98% 98% 97% 98% 96% 97% 97% 97% 97% 97% 96% 97% 98% 97% 98%

店舗数 19 － 15 7 1 3 － － － 4 4 3 － － － 1 － － －

辞退率 99% － 99% 99% 98% 99% － － － 100% 100% 100% － － － 100% － － －

店舗数 18 1 8 2 1 － － 1 2 2 9 1 － 1 1 4 1 1 －

辞退率 94% 97% 95% 95% 95% － － 96% 95% 95% 92% 95% － 95% 93% 90% 96% 94% －

店舗数 22 － 21 － 15 － － － － 6 1 － － － － － 1 － －

辞退率 100% － 100% － 100% － － － － 100% 100% － － － － － 100% － －

店舗数 18 1 7 2 　－ 1 2 1 － 1 10 1 － － － 6 1 1 1

辞退率 96% 99% 96% 100% － － 100% 98% － 88% 96% 100% － － － 99% 100% － 93%

店舗数 759 52 352 69 50 48 45 41 45 54 355 36 61 52 39 59 30 52 26

辞退率 88% 89% 88% 87% 89% 90% 88% 89% 89% 87% 87% 88% 88% 88% 85% 85% 89% 87% 86%

※１ 薬店・薬局、クリーニング店、酒店の組合は、抽出調査による推計である。
※２ 薬店・薬局、酒店の組合は、抽出数が少ないため、合計の値を各区の値とした。
※３ 合計の辞退率は、薬店・薬局、酒店の組合を除いて集計した。
※４ 閉店した店舗、当月営業を行わなかった店舗がある。

業　　種

ドラッグ
ストア

その他

西部８区

合　計

レジ袋有料化実施状況の詳細（令和２年３月）　

東部７区
緑合計

スーパー
マーケット

大学内
生協等

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ店
（組合）

薬店・薬局
（組合）

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ店

酒店

酒店
（組合）



業　種 事業者名 店舗数 辞退率 目　標

イオンリテール(株) 14 89% 80%

(株)ウシヒロ 1 91% 80%

(株)オークワ 5 88% 80%

(株)大光(アミカ) 8 90% 80%

(株)菊井ストア 1 94% 70%

生活協同組合コープあいち 7 93% 90%

(株)コスギ(サンエース) 6 91% 80%

サンパティークヒビノ 1 91% 80%

(株)スーパーダイキン 1 94% 80%

(株)スーパーヤマダイ 7 90% 90%

(株)成城石井 1 68% 90%

(株)トップワン 4 86% 80%

(株)トミダ(ナフコ) 5 88% 60%

名古屋市徳川公設市場協同組合 1 92% 70%

名古屋市元古井公設市場協同組合(タッチもとこい) 1 94% 90%

なごや農業協同組合(エーコープ) 1 93% 80%

(株)浜乙女ストアー事業部(丸一ストアー) 1 85% 70%

(株)バロー 19 88% 80%

(株)ヒバリヤ(フードフロント) 1 87% 80%

協同組合フレッシュプラザナルハマ 1 80% 70%

(株)ベイシア 1 83% 80%

(株)平和堂 5 86% 80%

マックスバリュ東海(株) 38 86% 80%

名鉄協商(株)(藤が丘ｅｆｆｅ) 1 90% 80%

(株)ヤオキスーパー 1 85% 60%

(株)ヤマト 1 89% 80%

(株)ヤマナカ(ヤマナカ、フランテ、フランテ館、アルテ) 25 85% 80%

(株)山彦 2 93% 80%

ユニー(株)(アピタ、ピアゴ) 23 87% 80%

ヨシヅヤグループ 2 89% 80%

（２）事業者別実施状況

スーパー
マーケット



業　種 事業者名 店舗数 辞退率 目　標

(株)クリエイトエス・ディー 1 89% 70%

薬店・薬局 愛知県薬業協同組合 40 97% 80%

愛知県クリーニング生活衛生同業組合 404 97% 90%

穂高(株)(ポニークリーニング) 14 100% 95%

(株)ヤングドライ 37 100% 90%

愛知大学生活協同組合 1 100% 90%

名古屋市立大学生活協同組合 4 99% 80%

名古屋大学消費生活協同組合 8 99% 70%

(株)ジャパンビバレッジセントラル(名城大学内等) 6 100% 60%

名古屋小売酒販組合 22 100% 80%

(株)山林 1 100% 80%

(株)リカーマウンテン 17 94% 80%

(株)豊明堂[文房具] 2 100% 90%

(資)みのり屋[衣料品] 1 99% 60%

(有)サイトカメラ商会(市役所内売店) 1 100% 90%

(公財)名古屋市みどりの協会 3 93% 80%

(株)ばんだい(日本ガイシスポーツプラザ内売店) 1 100% 80%

(公財)東山公園協会(東山動植物園売店) 2 100% 80%

ＮＴＴ三の丸売店 1 99% 60%

(特非)中部リサイクル運動市民の会 3 100% 60%

(株)中日新聞社 1 100% 60%

※１　トップワンは、食品部門に加え、雑貨部門も有料化を実施している。

※２　薬店・薬局、クリーニング店、酒店の組合は、抽出調査による推計である。

※３　機材の都合等、実績が把握できなかった事業者については記載していない。

その他

酒店

大学内生協等

ドラッグストア

クリーニング店



レジ袋有料化の実施状況（平成３１年３月） 

１ レジ袋有料化辞退率の推移 

２ 業種別状況（平成31年3月）    ３ 区別状況（平成31年3月） 

業  種 辞退率 区 辞退率 区 辞退率 

スーパーマーケット 87％ 千種 87％ 熱田 88％

ドラッグストア 88％ 東 88％ 中川 86％

薬店・薬局(組合) 97％ 北 88％ 港 86％

クリーニング店 100％ 西 88％ 南 87％

クリーニング店(組合) 97％ 中村 84％ 守山 88％

大学内生協等 99％ 中 87％ 緑 88％

酒店 95％ 昭和 89％ 名東 86％

酒店(組合) 100％ 瑞穂 89％ 天白 86％

その他 97％

４ レジ袋削減効果（推計） 

19年10月～

21年3月分

（全市

有料化前）

21年4月 

～ 

22年3月分

(全市分) 

22年4月 

～ 

23年3月分

(全市分) 

23年4月 

～ 

24年3月分

(全市分)

24年4月 

～ 

25年3月分

(全市分)

25年4月 

～ 

26年3月分

(全市分)

26年4月 

～ 

27年3月分

(全市分)

27年4月 

～ 

28年3月分

（全市分）

28年4月 

～ 

29年3月分

（全市分）

29年4月 

～ 

30年3月分

（全市分)

30年4月 

～ 

31年3月分

（全市分)

レジ袋

削減量

1億1,292

万枚

3億4,758

万枚

3億6,008

万枚

3億5,428

万枚

3億582

万枚

2億7,773

万枚

2億7,347

万枚

2億5,868

万枚

2億2,684

万枚

2億2,544

万枚

2億1,586

万枚

790

トン

2,433

トン

2,521

トン

2,480

トン

2,141

トン

1,944

トン

1,914

トン

1,811

トン

1,588

トン

1,578

トン

1,511

トン

ＣＯ２ 

削減量

4,516

トン

13,903

トン

14,403

トン

14,171

トン

12,233

トン

11,109

トン

10,939

トン

10,347

トン

9,073

トン

9,018

トン

8,634

トン

※ 薬店・薬局、酒店の組合の分は除いて推計した。 

○ 緑区で有料化を開始してからのレジ袋削減枚数は、29億6千万枚。 

○ 削減効果を石油で換算すると、200リットルのドラム缶約19万1千本分、 

走行距離に換算すると、燃費13km/ の車で地球を約12,600周分に相当。 

地  域 H19.10 H20.10 H21.4 H22.4 H23.4 H24.4 H25.4 H26.3 H27.3 H28.3 H29.3 H30.3 H31.3 

緑  区 87% 92% 92% 92% 91% 90% 89% 88% 88% 89% 88% 88% 88% 

東部７区 － 87% 90% 90% 90% 88% 89% 88% 88% 88% 88% 88% 87% 

西部８区 － － 88% 88% 89% 88% 89% 87% 87% 87% 87% 87% 87% 

平  均 － 88% 89% 90% 90% 89% 88% 88% 88% 885 87% 87% 87% 

社／組合 15 / 0 61 / 3 92 / 4 97 / 4 92 / 4 85 / 4 72 / 4 67 / 4 64 / 4 59 / 4 57 / 3 56 / 3 55 / 3 

店舗数 26 632 1,335 1,350 1,352 1,322 1,255 1,221 1,164 1,089 891 824 780 



（１）業種別・区別実施状況

小計 千種 昭和 瑞穂 南 守山 名東 天白 小計 東 北 西 中村 中 熱田 中川 港

店舗数 194 21 83 20 7 7 15 12 12 10 90 9 18 9 11 9 7 13 14

辞退率 87% 88% 87% 86% 88% 88% 87% 88% 86% 86% 86% 87% 88% 88% 84% 85% 88% 85% 86%

店舗数 1 － 1 － － － － － 1 － － － － － － － － － －

辞退率 88% － 88% － － － － － 88% － － － － － － － － － －

店舗数 46 14 17 8 0 1 3 － － 5 15 － 3 － － － 4 7 1

辞退率 97% 97% 97% 97% 97% 97% 97% － － 97% 97% － 97% － － － 97% 97% 97%

店舗数 48 1 9 5 － － 2 1 － 1 38 1 7 4 3 7 5 8 3

辞退率 100% 100% 100% 100% － － 100% 99% － 100% 100% 99% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

店舗数 411 14 197 30 27 36 22 24 31 27 200 20 37 38 26 32 11 27 9

辞退率 97% 97% 97% 97% 98% 98% 97% 98% 96% 97% 97% 97% 97% 97% 96% 97% 98% 97% 98%

店舗数 19 － 15 7 1 3 － － － 4 4 3 － － － 1 － － －

辞退率 99% － 99% 99% 99% 100% － － － 100% 100% 100% － － － 100% － － －

店舗数 17 1 8 2 1 － － 1 2 2 8 1 － 1 1 3 1 1 －

辞退率 95% 97% 94% 93% 95% － － 96% 95% 94% 95% 94% － 96% 94% 94% 94% 95% －

店舗数 24 － 23 － 16 － － － － 7 1 － － － － － 1 － －

辞退率 100% － 100% － 100% － － － － 100% 100% － － － － － 100% － －

店舗数 20 1 7 2 　－ 1 2 1 － 1 12 1 － － － 8 1 1 1

辞退率 97% 99% 94% 100% － － 100% 97% － 85% 99% 100% － － － 100% 100% － 94%

店舗数 780 52 360 74 52 48 44 39 46 57 368 35 65 52 41 60 30 57 28

辞退率 87% 88% 87% 87% 89% 89% 87% 88% 86% 86% 87% 88% 88% 88% 84% 87% 88% 86% 86%

※１ 薬店・薬局、クリーニング店、酒店の組合は、抽出調査による推計である。
※２ 薬店・薬局、酒店の組合は、抽出数が少ないため、合計の値を各区の値とした。
※３ 合計の辞退率は、薬店・薬局、酒店の組合を除いて集計した。
※４ 閉店した店舗、当月営業を行わなかった店舗がある。

業　　種

ドラッグ
ストア

その他

西部８区

合　計

レジ袋有料化実施状況の詳細（平成３１年３月）　

東部７区
緑合計

スーパー
マーケット

大学内
生協等

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ店
（組合）

薬店・薬局
（組合）

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ店

酒店

酒店
（組合）



業　種 事業者名 店舗数 辞退率 目　標

イオンリテール(株) 15 89% 80%

(株)ウシヒロ 1 91% 80%

(株)オークワ 5 88% 80%

(株)大光(アミカ) 8 90% 80%

菊井ストア 1 94% 70%

生活協同組合コープあいち 7 92% 90%

(株)コスギ(サンエース) 6 91% 80%

サンパティークヒビノ 1 89% 80%

(株)清水屋 1 92% 80%

(株)スーパーダイキン 1 93% 80%

(株)スーパーヤマダイ 7 89% 90%

(株)成城石井 1 68% 85%

(株)トップワン 4 86% 80%

(株)トミダ(ナフコ) 5 87% 60%

ナゴヤ公設(株)(築地公設市場) 1 90% 70%

(株)まるわ(南陽公設市場) 1 89% 70%

ネクサスシンポ 1 93% 60%

名古屋市徳川公設市場協同組合 1 92% 70%

名古屋市元古井公設市場協同組合(タッチもとこい) 1 94% 90%

なごや農業協同組合(エーコープ) 1 93% 80%

(株)パームタウン大高 1 87% 70%

(株)浜乙女ストアー事業部(丸一ストアー) 1 86% 70%

(株)バロー 17 87% 80%

(株)ヒバリヤ(フードフロント) 1 87% 80%

協同組合フレッシュプラザナルハマ 1 80% 70%

(株)ベイシア 1 79% 80%

(株)平和堂 5 86% 80%

マックスバリュ中部(株) 41 84% 80%

名鉄協商(株)(藤が丘ｅｆｆｅ) 1 89% 80%

(株)ヤオキスーパー 1 85% 60%

(株)ヤマト 1 89% 80%

(株)ヤマナカ(ヤマナカ、フランテ、フランテ館、アルテ) 26 86% 80%

(株)山彦 2 93% 80%

ユニー(株)(アピタ、ピアゴ) 24 86% 80%

ヨシヅヤグループ 2 88% 80%

（２）事業者別実施状況

スーパー
マーケット



業　種 事業者名 店舗数 辞退率 目　標

(株)クリエイトエス・ディー 1 88% 70%

薬店・薬局 愛知県薬業協同組合 46 97% 80%

愛知県クリーニング生活衛生同業組合 411 97% 90%

穂高(株)(ポニークリーニング) 14 99% 95%

(株)ヤングドライ 34 100% 90%

愛知大学生活協同組合 1 100% 90%

名古屋市立大学生活協同組合 4 100% 80%

名古屋大学消費生活協同組合 8 99% 70%

(株)ジャパンビバレッジセントラル(名城大学内等) 6 100% 60%

名古屋小売酒販組合 24 100% 80%

(株)山林 1 100% 80%

(株)リカーマウンテン 16 95% 80%

(株)豊明堂[文房具] 2 100% 90%

(資)みのり屋[衣料品] 1 99% 60%

(有)サイトカメラ商会(市役所内売店) 1 100% 90%

名鉄産業(株)(市役所内売店) 2 100% 80%

(公財)名古屋市みどりの協会 3 92% 80%

(株)ばんだい(日本ガイシスポーツプラザ内売店) 1 100% 80%

(公財)東山公園協会(東山動植物園売店) 2 100% 80%

ＮＴＴ三の丸売店 1 99% 60%

(特非)中部リサイクル運動市民の会 3 100% 60%

(株)中日新聞社 1 100% 60%

※１　トップワンは、食品部門に加え、雑貨部門も有料化を実施している。

※２　薬店・薬局、クリーニング店、酒店の組合は、抽出調査による推計である。

※３　売店等、機材の都合で実績が把握できない事業者については記載していない。

その他

酒店

大学内生協等

ドラッグストア

クリーニング店



レジ袋有料化の実施状況（平成３０年３月） 

１ レジ袋有料化辞退率の推移 

２ 業種別状況（平成30年3月）    ３ 区別状況（平成30年3月） 

業  種 辞退率 区 辞退率 区 辞退率

スーパーマーケット 87％ 千種 87％ 熱田 88％

ドラッグストア 88 東 88 中川 85 

薬店・薬局(組合) 97 北 86 港 87 

クリーニング店 100 西 88 南 88 

クリーニング店(組合) 97 中村 84 守山 88 

大学内生協等 99 中 87 緑 88 

酒店 95 昭和 89 名東 87 

酒店(組合) 100 瑞穂 89 天白 86 

その他 98 

４ レジ袋削減効果（推計） 

19年10月～

21年3月分 

（全市

有料化前）

21年4月 

～ 

22年3月分 

(全市分) 

22年4月 

～ 

23年3月分 

(全市分) 

23年4月 

～ 

24年3月分 

(全市分)

24年4月 

～ 

25年3月分 

(全市分)

25年4月 

～ 

26年3月分 

(全市分)

26年4月 

～ 

27年3月分 

(全市分)

27年4月 

～ 

28年3月分 

（全市分）

28年4月 

～ 

29年3月分 

（全市分）

29年4月 

～ 

30年3月分 

（全市分) 

レジ袋

削減量

1億1,292

万枚

3億4,758

万枚

3億6,008

万枚

3億5,428

万枚

3億582

万枚

2億7,773

万枚

2億7,347

万枚

2億5,868

万枚

2億2,684

万枚

2億2,544

万枚

790

トン

2,433

トン

2,521

トン

2,480

トン

2,141

トン

1,944

トン

1,914

トン

1,811

トン

1,588

トン

1,578

トン

ＣＯ２ 

削減量

4,516

トン

13,903

トン

14,403

トン

14,171

トン

12,233

トン

11,109

トン

10,939

トン

10,347

トン

9,073

トン

9,018

トン

※ 薬店・薬局、酒店の組合の分は除いて推計した。 

○ 緑区で有料化を開始してからのレジ袋削減枚数は、27億4千万枚。 

○ 削減効果を石油で換算すると、200リットルのドラム缶約17万7千本分、 

走行距離に換算すると、燃費13km/ の車で地球を約11,700周分に相当。 

地  域 H19.10 H20.10 H21.4 H22.4 H23.4 H24.4 H25.4 H26.3 H27.3 H28.3 H29.3 H30.3 

緑  区 87％ 92％ 92％ 92％ 91％ 90％ 89％ 88％ 88％ 89％ 88％ 88％

東部７区 － 87 90 90 90 88 89 88 88 88 88 88 

西部８区 － － 88 88 89 88 89 87 87 87 87 87 

平  均 － 88 89 90 90 89 88 88 88 88 87 87 

社／組合 15 / 0 61 / 3 92 / 4 97 / 4 92 / 4 85 / 4 72 / 4 67 / 4 64 / 4 59 / 4 57 / 3 56 / 3

店舗数 26 632 1,335 1,350 1,352 1,322 1,255 1,221 1,164 1,089 891 824



（１）業種別・区別実施状況

小計 千種 昭和 瑞穂 南 守山 名東 天白 小計 東 北 西 中村 中 熱田 中川 港

店舗数 193 20 83 19 6 7 15 14 12 10 90 9 17 9 12 9 7 13 14

辞退率 87% 88% 87% 86% 88% 88% 87% 88% 87% 85% 86% 87% 85% 87% 84% 85% 88% 84% 87%

店舗数 2 － 2 － － － － 1 1 － － － － － － － － － －

辞退率 88% － 88% － － － － 88% 87% － － － － － － － － － －

店舗数 49 15 18 9 0 1 3 － － 5 16 － 3 － － － 4 8 1

辞退率 97% 97% 97% 97% 97% 97% 97% － － 97% 97% － 97% － － － 97% 97% 97%

店舗数 48 1 9 5 － － 2 1 － 1 38 1 7 4 3 7 5 8 3

辞退率 100% 100% 100% 100% － － 100% 99% － 99% 100% 99% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

店舗数 452 14 209 31 26 39 22 26 38 27 229 21 41 44 30 33 12 32 16

辞退率 97% 97% 97% 97% 98% 98% 97% 98% 96% 97% 97% 97% 97% 97% 96% 97% 98% 97% 98%

店舗数 19 － 15 7 1 3 － － － 4 4 3 － － － 1 － － －

辞退率 99% － 99% 99% 99% 100% － － － 100% 100% 100% － － － 99% － － －

店舗数 17 1 8 2 1 － － 1 2 2 8 1 － 1 1 3 1 1 －

辞退率 95% 98% 94% 93% 95% － － 97% 96% 93% 94% 94% － 95% 94% 93% 94% 95% －

店舗数 24 － 23 － 16 － － － － 7 1 － － － － － 1 － －

辞退率 100% － 100% － 100% － － － － 100% 100% － － － － － 100% － －

店舗数 20 1 7 2 　－ 1 2 1 － 1 12 1 － － － 8 1 1 1

辞退率 98% 99% 97% 100% － － 100% 97% － 93% 99% 100% － － － 100% 100% － 93%

店舗数 824 52 374 75 50 51 44 44 53 57 398 36 68 58 46 61 31 63 35

辞退率 87% 88% 88% 87% 89% 89% 88% 88% 87% 86% 87% 88% 86% 88% 84% 87% 88% 85% 87%

※１ 薬店・薬局、クリーニング店、酒店の組合は、抽出調査による推計である。
※２ 薬店・薬局、酒店の組合は、抽出数が少ないため、合計の値を各区の値とした。
※３ 合計の辞退率は、薬店・薬局、酒店の組合を除いて集計した。
※４ 閉店した店舗、当月営業を行わなかった店舗がある。

レジ袋有料化実施状況の詳細（平成３０年３月）　

東部７区
緑合計

スーパー
マーケット

大学内
生協等

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ店
（組合）

薬店・薬局
（組合）

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ店

酒店

酒店
（組合）

業　　種

ドラッグ
ストア

その他

西部８区

合　計



業　種 事業者名 店舗数 辞退率 目　標

イオンリテール(株) 15 89% 80%

(株)ウシヒロ 1 91% 80%

(株)オークワ 5 88% 80%

(株)大光(アミカ) 8 90% 80%

(株)菊井ストア 1 94% 70%

生活協同組合コープあいち 7 93% 90%

(株)コスギ(サンエース) 6 91% 80%

サンパティークヒビノ 1 90% 80%

(株)清水屋 1 92% 80%

(株)スーパーダイキン 1 93% 80%

(株)スーパーヤマダイ 7 89% 90%

(株)トップワン 4 86% 80%

(株)トミダ(ナフコ) 5 87% 60%

ナゴヤ公設(株)(築地公設市場) 1 91% 70%

(株)まるわ(南陽公設市場) 1 89% 70%

名古屋市振甫市場協同組合(ネクサスシンポ) 1 93% 60%

名古屋市徳川公設市場協同組合 1 91% 70%

名古屋市元古井公設市場協同組合(タッチもとこい) 1 93% 90%

なごや農業協同組合(エーコープ) 1 92% 80%

(株)パームタウン大高 1 88% 70%

(株)浜乙女ストアー事業部(丸一ストアー) 1 85% 70%

(株)バロー 18 87% 80%

(株)ヒバリヤ(フードフロント) 1 87% 80%

フードマーケットマム木場店 1 86% 80%

協同組合フレッシュプラザナルハマ 1 82% 70%

(株)ベイシア 1 85% 80%

(株)平和堂 5 86% 80%

牧野公設市場協同組合(パルミー) 1 91% 90%

マックスバリュ中部(株) 35 86% 80%

名鉄協商(株)(藤が丘ｅｆｆｅ) 1 89% 80%

(株)ヤオキスーパー 1 85% 60%

(株)ヤマト 1 89% 80%

(株)ヤマナカ(ヤマナカ、フランテ、フランテ館、アルテ) 25 86% 80%

(株)山彦 2 61% 80%

ユニー(株)(アピタ、ピアゴ) 24 87% 80%

ヨシヅヤグループ 2 88% 80%

（２）事業者別実施状況

スーパー
マーケット



業　種 事業者名 店舗数 辞退率 目　標

(株)クリエイトエス・ディー 2 88% 70%

薬店・薬局 愛知県薬業協同組合 49 97% 80%

愛知県クリーニング生活衛生同業組合 452 97% 90%

穂高(株)(ポニークリーニング) 14 99% 95%

(株)ヤングドライ 34 100% 90%

愛知大学生活協同組合 1 100% 90%

名古屋市立大学生活協同組合 4 100% 80%

名古屋大学消費生活協同組合 8 99% 70%

(株)ジャパンビバレッジセントラル(名城大学内等) 6 100% 60%

名古屋小売酒販組合 24 100% 80%

(株)山林 1 100% 80%

(株)リカーマウンテン 16 95% 80%

(株)豊明堂[文房具] 2 100% 90%

(資)みのり屋[衣料品] 1 99% 60%

(有)サイトカメラ商会(市役所内売店) 1 100% 90%

ドラッグ市役所店(市役所内売店) 2 100% 80%

(公財)名古屋市みどりの協会 3 95% 80%

(株)ばんだい(日本ガイシスポーツプラザ内売店) 1 100% 80%

(公財)東山公園協会(東山動植物園売店) 2 100% 80%

ＮＴＴ三の丸売店 1 99% 60%

(特非)中部リサイクル運動市民の会 3 100% 60%

(株)中日新聞社 1 100% 60%

※１　トップワンは、食品部門に加え、雑貨部門も有料化を実施している。

※２　薬店・薬局、クリーニング店、酒店の組合は、抽出調査による推計である。

※３　売店等、機材の都合で実績が把握できない事業者については記載していない。

その他

酒店

大学内生協等

ドラッグストア

クリーニング店



レジ袋有料化の実施状況について（平成２９年３月） 

１ レジ袋有料化辞退率の推移 

２ 業種別状況（平成29年3月）     ３ 区別状況（平成29年3月） 

業  種 辞退率 区 辞退率 区 辞退率

スーパーマーケット 87％  緑 88％

西
部
８
区

東 88％

ドラッグストア 93 

東
部
７
区

千種 88 北 88 

薬店・薬局(組合) 89 昭和 88 西 87 

クリーニング店 100 瑞穂 89 中村 85 

クリーニング店(組合) 97 南 87 中 86 

大学内生協等 99 守山 88 熱田 87 

酒店 91 名東 87 中川 86 

酒店(組合) 100 天白 87 港 86 

その他 98 

４ レジ袋削減効果（推計） 

19年10月～ 

21年3月分 

（全市 

有料化前）

21年4月 

～ 

22年3月分 

(全市分) 

22年4月 

～ 

23年3月分 

(全市分) 

23年4月 

～ 

24年3月分 

(全市分)

24年4月 

～ 

25年3月分 

(全市分)

25年4月 

～ 

26年3月分 

(全市分)

26年4月 

～ 

27年3月分 

(全市分)

27年4月 

～ 

28年3月分 

（全市分）

28年4月 

～ 

29年3月分 

（全市分）

レジ袋

削減量

1億1,292

万枚

3億4,758

万枚

3億6,008

万枚

3億5,428

万枚

3億582

万枚

2億7,773

万枚

2億7,347

万枚

2億5,868

万枚

2億2,684

万枚

790

トン

2,433

トン

2,521

トン

2,480

トン

2,141

トン

1,944

トン

1,914

トン

1,811

トン

1,588

トン

ＣＯ２ 

削減量

4,516

トン

13,903

トン

14,403

トン

14,171

トン

12,233

トン

11,109

トン

10,939

トン

10,347

トン

9,073

トン

※ 薬店・薬局、酒店の組合の分は除いて推計した。 

○ 緑区で有料化を開始してからのレジ袋削減枚数は、約25億4千万枚。 

○ 削減効果を石油で換算すると、200リットルのドラム缶約16万3千本分、 

走行距離に換算すると、燃費13km/ の車で地球を約10,600周分に相当。 

地  域 H19.10 H20.10 H21.4 H22.4 H23.4 H24.4 H25.4 H26.3 H27.3 H28.3 H29.3

緑  区 87％ 92％ 92％  92％ 91  90％  89％  88％  88％  89％  88％

東部７区 － 87 90 90 90 88 89 88 88 88 88 

西部８区 － － 88 88 89 88 89 87 87 87 87 

平  均 － 88 89 90 90 89 88 88 88 88 87 










































































































